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は
じ
め
に 漱

石
に
お
け
る
心
霊
主
義
の
受
容

「
哲
学
雑
誌
」
を
踏
ま
え
て

周
知
の
よ
う
に
、
漱
石
は
超
常
現
象
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
超
常

現
象
に
対
し
て
科
学
的
な
検
証
を
行
う
心
霊
研
究
は
、
漱
石
が
小
説
を

書
き
始
め
た
明
治
三

0
年
代
か
ら
社
会
的
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
漱
石

の
初
期
小
説
で
も
、
心
霊
研
究
に
関
す
る
話
題
が
し
ば
し
ば
作
中
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
で
は
、
距

離
の
離
れ
て
い
る
人
た
ち
が
相
手
の
気
持
ち
を
察
知
で
き
る
と
い
う

「
人
間
の
感
応
」
に
つ
い
て
登
場
人
物
が
話
題
に
す
る
場
面
が
見
ら
れ
、

上
篇
の
第
六
回
に
は
「
霊
の
交
換
」
が
登
場
人
物
の
話
題
に
の
ぼ
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
霊
の
交
換
」
は
、
「
相
思
の
情
の
切
な
時
」
に

起
こ
る
現
象
で
あ
り
、
後
に
「
夢
の
様
だ
が
、
夢
に
し
て
も
現
実
よ
り

悔
か
な
夢
」
と
『
琴
の
そ
ら
音
』
に
も
書
か
れ
て
い
る
、
距
離
を
隔
て

た
男
女
の
愛
に
よ
る
精
神
的
な
感
応
と
共
通
す
る
。
『
行
人
』
の
一
郎

も
「
テ
レ
パ
シ
ー
」
を
「
真
面
目
に
研
究
」
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、

『
吾
輩
は
猫
で
あ
に
は
、
主
人
公
苦
沙
弥
が
「
催
眠
術
を
応
用
し

て
手
癖
の
わ
る
い
ん
だ
の
、
色
々
な
病
気
だ
の
を
直
す
事
が
出
来
る
」

と
い
う
本
の
内
容
に
つ
い
て
医
師
に
尋
ね
、
医
者
が
「
え
A

、
そ
う
い

う
療
法
も
あ
り
ま
す
」
と
答
え
る
場
面
が
あ
る
。
（
「
催
眠
術
」
も
心
霊

研
究
の
研
究
対
象
の
一
っ
で
あ
る
。
）
ま
た
、
「
吾
輩
」
が
「
猫
の
癖
に

ど
う
し
て
主
人
の
心
中
を
か
く
精
密
に
記
述
し
得
る
か
と
疑
ふ
も
の
が

あ
る
か
も
知
れ
ん
が
、
此
位
な
事
は
猫
に
と
つ
て
何
で
も
な
い
。
吾
輩

は
是
で
読
心
術
を
心
得
て
居
る
」
と
い
う
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
川
村
邦

光
は
、
「
欧
米
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
に
は
、
漱
石
が
英
国
留
学
以

前
か
ら
関
心
を
い
だ
い
て
い
た
が
、
一
九
一

0
年
を
過
ぎ
る
と
、
心
霊

学
・
神
秘
主
義
よ
り
も
、
W
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
心
理
学
の
ほ
う
へ
と
関

心
を
移
し
て
い
た
よ
う
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
(
1
)
0

し
か
し
、
後
に
詳
述
す
る
が
、
漱
石
の
超
常
現
象
に
対
す
る
関
心
は
、

彼
の
心
理
学
・
哲
学
へ
の
関
心
と
関
連
し
て
い
る
。
『
吾
輩
は
猫
で
あ

る
』
の
「
ゼ
ー
ム
ス
杯
に
云
は
せ
る
と
副
意
識
下
の
幽
冥
界
と
僕
が
存

在
し
て
居
る
現
実
界
が
一
種
の
因
果
法
に
よ
っ
て
互
に
感
応
し
た
ん
だ

ら
う
」
と
い
う
一
文
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
漱
石
の
思
想
に
影
響
を
与

荘

千

慧
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え
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
心
理
学
に
も
、
の
感
応
〉
な
ど
に
関
す
る
研

究
が
含
ま
れ
て
い
る
(
2
)

。
漱
石
は
心
霊
研
究
に
関
す
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ

の
言
及
を
作
中
に
引
用
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
後
に
詳
述
す
る

が
、
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
で
の
〈
幽
霊
〉
や
〈
霊
〉
の
書
か
れ
方
か

ら
も
、
漱
石
に
お
け
る
心
霊
学
と
心
理
学
と
の
関
連
性
が
窺
え
る
。
漱

石
が
心
霊
学
(
3
)

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
時
期
を
遡
る
と
、
東
京
帝
国

大
学
の
「
哲
学
雑
誌
」
と
の
関
わ
り
は
見
逃
せ
な
い
。
「
哲
学
雑
誌
」

で
は
、
心
霊
研
究
が
ま
だ
流
行
し
て
い
な
い
明
治
二

0
年
代
の
前
半
に

お
い
て
、
す
で
に
心
霊
学
関
連
の
記
事
が
多
数
見
ら
れ
る
。
帝
大
在
学

中
の
漱
石
と
「
哲
学
雑
誌
」
と
の
緊
密
な
関
係
に
つ
い
て
、
彼
が
「
哲

学
雑
誌
」
の
編
纂
委
員
を
担
当
し
て
お
り
、
論
文
「
ウ
ォ
ル
ト
、
ホ
イ

ッ
ト
マ
ン

Walt
Whitman
の
詩
に
つ
い
て
」
・
「
英
国
詩
人
の
天
地
山

川
に
対
す
る
観
念
」
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、

翻
訳
「
催
眠
術
」
・
「
詩
伯
『
テ
ニ
ソ
ン
』
」
も
漱
石
の
筆
に
よ
る
も
の

と
推
測
さ
れ
て
い
る
(
4
)
0

大
久
保
純
一
郎
氏
は
、
漱
石
が
「
哲
学
雑
誌
」
に
発
表
し
た
ホ
イ
ツ

ト
マ
ン
論
（
「
哲
学
雑
誌
」
第
七
冊
第
六
八
号
。
こ
の
第
七
冊
は
「
哲

学
会
雑
誌
」
か
ら
「
哲
学
雑
誌
」
に
改
名
し
た
後
の
第
一
号
）
を
中
心

に
、
同
誌
の
性
格
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
漱
石
の
英
文
学
及
び
西
洋
の

思
想
に
対
す
る
素
養
は
、
「
哲
学
雑
誌
」
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
貴
重

な
報
告
を
し
て
い
る
(
5
)
。
ま
た
、
上
田
正
行
氏
が
、
「
哲
学
雑
誌
」
の

「
雑
録
」
「
雑
報
」
欄
に
注
目
し
、
編
集
委
員
ら
の
関
心
の
的
に
つ
い

て
考
察
し
た
こ
と
も
示
唆
に
富
ん
で
い
る
(
6
)

。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の

論
考
で
も
、
漱
石
の
思
想
面
に
お
け
る
受
容
は
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
哲
学
雑
誌
」
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
の
同
時
代
的
な
特
殊
性
か
ら
、

「
哲
学
雑
誌
」
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
時
期
に
接
触
し
た
文
章
が
漱
石
の

文
学
作
品
に
与
え
た
影
響
に
関
し
て
は
、
詳
し
い
検
討
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
「
哲
学
雑
誌
」
に
心
霊
主
義
関
連
の
文
章
が

多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
明
治
前
期
の
心
霊
学
の

受
容
に
お
け
る
「
哲
学
雑
誌
」
の
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
明

治
二

0
年
代
の
前
期
に
本
誌
の
編
纂
委
員
を
担
当
し
た
漱
石
は
、
明
治

三
0
年
代
の
後
半
か
ら
小
説
を
書
き
は
じ
め
る
。
そ
こ
で
漱
石
の
小
説

に
見
ら
れ
る
超
常
現
象
と
心
理
作
用
と
の
関
係
を
、
「
哲
学
雑
誌
」
で

の
心
霊
学
関
連
の
文
章
の
特
徴
と
比
較
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
漱
石

が
「
哲
学
雑
誌
」
か
ら
受
け
た
影
響
を
考
察
す
る
。

、
「
哲
学
雑
誌
」
と
漱
石

「
哲
学
雑
誌
」
の
前
身
は
、
「
哲
学
会
雑
誌
」
（
こ
で
あ
る
（
「
哲
学
会

雑
誌
」
は
、
第
七
巻

3
第
六
十
四
号
よ
り
、
「
哲
学
雑
誌
」
と
改
名

し
た
）
。
「
哲
学
会
」
(
2
は
井
上
円
了
、
井
上
哲
次
郎
、
有
賀
長
雄
、

三
宅
雄
二
郎
、
棚
橋
一
郎
、
加
藤
弘
之
、
西
周
、
中
村
正
直
、
西
村
茂

樹
、
外
山
正
一
ら
が
、
哲
学
を
攻
究
す
る
会
を
作
る
た
め
に
創
立
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
、
雑
誌
に
収
録
さ
れ
た
文
章
は
哲
学
分
野
の
も
の
の

み
で
は
な
い
。
同
誌
の
初
期
の
編
集
方
針
は
、
「
心
理
、
倫
理
、
論
理

等
ノ
諸
学
科
ノ
外
ハ
邦
人
ノ
知
ラ
ザ
ル
所
ナ
リ
シ
ガ
、
尋
イ
デ
純
正
哲

学
及
ビ
哲
学
史
ノ
研
究
モ
、
亦
其
途
二
就
ク
ニ
及
ン
デ
」
(lo)

と、
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学
雑
誌
」
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
、
多
分
野
の
学
問
を
日
本

国
内
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
多
様
性
は
、
哲
学
・

心
理
学
関
連
の
記
事
の
ほ
か
、
文
学
関
連
の
論
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
窺
え
る
。
た
と
え
ば
、
第
四
冊
で
は
、
「
我
邦
現
時
の
小
説
の

訣
黙
」
(11)

と
い
う
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
第
七
巻
の
「
批
評
紹

介
」
欄
で
も
、
漱
石
作
の
英
文
学
の
論
文
「
ウ
ォ
ル
ト
、
ホ
イ
ツ
ト
マ

ン

Walt
Whitman
の
詩
に
つ
い
て
」
と
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ウ
ー
ド
の

論
文
「
詩
伯
「
テ
ニ
ソ
ン
」
」
（
全
文
の
和
訳
は
漱
石
に
よ
る
）
の
翻
訳

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雑
誌
の
「
記
事
」
欄
に
医
学
士
呉
秀
三

な
ど
の
入
会
可
決
の
記
事
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
哲
学
会
の
会
員
も
、

文
科
大
学
哲
学
科
の
教
員
や
学
生
に
は
限
ら
ず
、
他
分
野
の
人
物
も
参

加
し
て
い
る
(12)

。
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
哲
学
会
」
が
発
行
す

る
「
哲
学
（
会
）
雑
誌
」
は
、
純
正
哲
学
の
み
で
は
な
く
、
心
理
学
・

倫
理
学
・
文
学
な
ど
の
学
問
も
紹
介
さ
れ
る
綜
合
雑
誌
と
し
て
見
て
よ

‘
,
0
 

し
漱
石
が
「
哲
学
雑
誌
」
の
編
纂
委
員
に
な
っ
た
時
期
に
関
し
て
、

「
哲
学
会
雑
誌
」
第
五
冊
第
五
十
四
号
（
明
治
二
四
(
-
八
九
一
）
年

七
月
三
日
）
「
記
事
」
欄
に
、
「
今
般
新
に
雑
誌
編
纂
委
員
を
左
の
如
く

定
む
（
中
略
）
小
屋
保
治
藤
代
禎
輔
芳
賀
矢
一
松
本
亦
太
郎

夏
目
金
之
助
」
と
あ
る
よ
う
に
、
漱
石
は
明
治
二
四
年
に
は
す
で
に
編

砥
委
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
(13)

。
ま
た
、
同
じ
く
「
記

ご
欄
か
ら
、
漱
石
が
編
纂
委
員
を
担
当
し
た
時
期
は
、
明
治
二
六

（
一
八
九
三
）
年
十
一
月
ま
で
と
見
ら
れ
る
(14)

。
漱
石
が
「
哲
学
雑

の
編
纂
に
従
事
し
、
雑
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
た
期
間
は
、

の
大
学
在
学
期
間
の
う
ち
二
年
あ
ま
り
を
占
め
て
い
る
。

「
哲
学
雑
誌
」
で
は
、
文
章
を
「
論
説
」
・
「
批
評
」
・
「
雑
録
」
・
「
雑

報
」
欄
に
分
類
す
る
。
「
論
説
」
・
「
批
評
」
欄
で
は
心
理
学
・
哲
学
を

は
じ
め
と
す
る
多
分
野
の
論
文
や
評
論
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
前
述
し

た
漱
石
の
英
文
学
の
論
文
も
「
夏
目
金
之
助
」
の
署
名
で
「
論
説
」
欄

に
発
表
さ
れ
た
。
一
方
、
「
雑
録
」
欄
で
は
編
纂
委
員
が
無
署
名
で
、

外
国
の
定
期
刊
行
物
の
抄
訳
を
紹
介
す
る
。
「
雑
録
」
欄
に
収
録
さ
れ

る
文
章
は
、
編
纂
委
員
が
匿
名
で
発
表
す
る
形
式
で
あ
る
た
め
、
実
際

の
執
筆
者
は
考
証
し
難
い
が
、
編
纂
委
員
の
中
に
は
漱
石
と
同
時
期
に

英
文
科
に
所
属
し
た
学
生
は
、
現
存
の
資
料
を
見
る
限
り
い
な
い
(
1
5
)
0

ま
た
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ハ
ー
ト

(Ernest

Hart, 
M.D.)
の
「
催
眠

術
」
を
訳
す
際
、
漱
石
が
難
訳
の
「
豊
頬
細
腰
の
人
も
亦
行
く
」
と
い

う
一
文
を
訳
し
た
と
、
藤
代
禎
輔
は
述
べ
て
お
り
、
漱
石
が
「
雑
録
」

欄
の
翻
訳
に
携
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
二

0
年
代
の
前
半
に
心
理
学
・
社
会
学
・
美
学
な
ど
の
知
識
を

紹
介
す
る
「
哲
学
雑
誌
」
が
漱
石
の
思
想
面
に
与
え
た
影
響
は
ど
の
分

野
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
田
正
行
氏
は
、
漱
石
に
お
け
る

W
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
つ
い
て
の
知
識
を
「
恐
ら
く
「
哲
学
雑
誌
」
、
外

国
雑
誌
の
情
報
や
友
人
達
か
ら
得
た
知
識
・
情
報
で
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
心

理
学
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
推
論
す
る
(
1
6
)
0

ま
た
、
「
哲
学
雑
誌
」
を
通
し
て
接
触
し
た
可
能
性
の
あ
る
思
想
家
と

し
て
も
う
一
人
、

H
・
ス
ペ
ン
サ
ー
が
あ
げ
ら
れ
る
。
現
存
の
漱
石
ノ

三
年
間
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ー
ト
に
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
有
機
体
説
・
進
化
論
思
想
に
関
す
る
メ

モ
が
多
く
見
ら
れ
、
漱
石
の
社
会
学
・
世
界
観
に
お
い
て
、
ス
ペ
ン
サ

ー
の
存
在
は
見
逃
せ
な
い
。
漱
石
に
お
け
る
ス
ペ
ン
サ
ー
の
受
容
を
論

じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
「
哲
学
雑
誌
」
の
「
論
説
」
欄
に
し
ば
し
ば
ス

ペ
ン
サ
ー
の
学
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で

あ
り
(17)

、
大
学
在
学
中
の
漱
石
が
外
国
の
学
説
を
摂
取
す
る
際
に
、

「
哲
学
雑
誌
」
は
重
要
な
存
在
の
―
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
ま
ず
明
治
二

0
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
綜
合
雑
誌

の
中
で
、
漱
石
が
読
ん
で
い
た
可
能
性
の
高
い
「
国
民
之
友
」
・
「
日
本

人
」
を
見
て
み
た
い
。
漱
石
は
明
治
二
四
年
八
月
三
日
の
書
簡
の
中
で
、

「
同
人
（
鵡
外
）
の
作
は
僅
か
に
二
短
篇
を
見
た
る
迄
に
て
全
体
を
窺

ふ
事
か
た
＜
候
」
と
正
岡
子
規
に
述
べ
て
い
る
。
鵬
外
が
明
治
二
四
年

以
前
に
発
表
し
た
作
品
は
『
舞
姫
』
（
「
国
民
之
友
」
）
・
『
う
た
か
た
の

記
』
（
「
し
が
ら
み
草
紙
」
）
・
『
文
つ
か
ひ
』
（
「
新
著
百
種
」
）
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
作
品
が
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
明
治
二
五
年
の
こ

と
と
な
る
。
漱
石
が
鵬
外
の
『
舞
姫
』
（
明
治
二
三
年
一
月
）
を
「
国

民
之
友
」
で
読
ん
だ
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、
漱
石
の
正
岡
子
規
宛
て

の
書
簡
（
明
治
二
九
年
―
一
月
一
五
日
）
で
は
、
「
日
本
人
は
当
地
に

て
購
読
の
道
を
開
き
候
へ
ば
御
送
に
及
ば
ず
候
」
と
、
漱
石
は
明
治
二

九
年
頃
に
「
日
本
人
」
を
正
岡
子
規
に
送
付
し
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
「
明
け
や
す
き
七
日
の
夜
を
朝
寝
か
な
」
と
い

う
漱
石
の
俳
句
も
明
治
二
九
年
に
「
日
本
人
」
に
掲
載
さ
れ
た
（
第
三

次
「
日
本
人
」
第
二
六
号
、
明
治
二
九
年
九
月
五
日
）
。
「
日
本
人
」
の

第
一
号
に
、
「
哲
学
会
」
の
初
期
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
井
上
円
了
や
棚
橋

一
郎
の
名
前
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
雑
誌
は
政
治
評
論
に
力
を
注
い
だ

も
の
で
あ
り
、
明
治
二

0
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
「
日
本
人
」
の
中
で
、

心
霊
研
究
に
関
連
す
る
記
事
は
、
第
二
次
「
日
本
人
」
の
第
六

0
号

（
明
治
二
五
年
―

0
月一

0
日
）
の
、
渋
江
保
編
『
魔
術
と
催
眠
術
』

の
書
評
の
み
で
あ
る
。
（
漱
石
が
「
日
本
人
」
を
通
し
て
、
ス
ペ
ン
サ

ー
の
学
説
に
接
触
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
別
稿
で
詳
し
く
考
察
し
た

い
）
。
こ
こ
で
示
し
た
二
誌
は
共
に
綜
合
雑
誌
で
あ
る
が
、
明
治
二
〇

年
代
の
初
期
に
心
霊
研
究
に
関
す
る
言
及
は
少
な
い
。
た
と
え
ば
、
明

治
二

0
年
代
の
「
国
民
之
友
」
に
見
ら
れ
る
心
霊
学
と
関
連
す
る
と
見

ら
れ
る
記
事
は
、
明
治
二
二
年
第
四
二
巻
に
掲
載
さ
れ
た
、
「
サ
ヴ
ェ

ー
ジ
原
著
「
霊
魂
不
滅
論
」
の
書
評
を
は
じ
め
、
「
心
霊
電
信
」
（
第
一

四
二
巻
「
誌
録
」
、
明
治
二
五
年
）
と
、
「
近
藤
嘉
三
著
「
魔
術
と
催
眠

術
」
（
第
一
六
七
巻
「
批
評
」
、
明
治
二
五
年
）
と
、
「
斎
藤
小
二
郎
訳

「
読
心
術
」
（
第
一
七
六
巻
「
批
評
」
、
明
治
二
五
年
）
と
、
「
井
上
円

了
著
「
哲
学
館
講
義
録
妖
怪
学
講
義
」
」
（
第
二

0
八
巻
「
批
評
」
、

明
治
二
六
年
）
と
、
「
近
藤
嘉
三
著
「
幻
術
の
理
法
」
（
第
二
四
五
巻

「
批
評
」
、
明
治
二
八
年
）
と
、
「
教
育
上
催
眠
術
の
功
用
」
（
第
三
二

一
・
三
二
二
巻
「
雑
録
」
、
明
治
二
九
年
）
な
ど
、
書
評
が
中
心
で
あ

る
。
心
霊
主
義
に
関
し
て
、
漱
石
が
こ
の
二
誌
か
ら
影
響
を
受
け
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
哲
学
雑
誌
」
に
お
い
て
編
纂
委
員
と
も
っ
と
も
関
わ

り
の
あ
る
の
は
「
雑
録
」
欄
で
あ
る
。
以
下
、
「
雑
録
」
欄
に
心
霊
学
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明
治
二

0
年
二
月
発
行
の
「
哲
学
会
雑
誌
」
第
一
号
で
は
、
円
了
が

「
不
思
議
庵
主
人
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
た
「
こ
っ
く
り
様

の
話
」
が
あ
り
、
無
署
名
の
「
読
心
術
実
験
」
が
「
批
評
紹
介
」
欄
に

掲
載
さ
れ
る
。
第
二
冊
で
は
「
妖
怪
、
夢
及
催
眠
術
」
の
紹
介
が
あ
り
、

第
三
冊
に
「
伝
想
術
の
話
ー
政
党
の
心
理
的
観
察
」
が
収
録
さ
れ
て

い
る
（
以
上
同
「
批
評
紹
介
」
欄
）
。
明
治
二

0
年
代
前
期
の
「
哲
学

雑
誌
」
に
収
録
さ
れ
る
文
章
で
は
す
で
に
哲
学
・
心
理
学
の
観
点
で
超

常
現
象
が
解
析
さ
れ
て
い
る
。
「
哲
学
雑
誌
」
に
心
霊
学
関
連
の
記
事

が
多
く
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
、
「
哲
学
会
」
の
会
員
で
あ
る
文

科
大
学
の
教
員
の
影
響
は
見
逃
せ
な
い
。
漱
石
よ
り
一
年
遅
れ
て
哲
学

会
に
入
会
し
た
松
本
亦
太
郎
が
、
後
に
自
身
の
著
書
で
、
「
哲
学
雑

誌
」
を
「
多
方
面
に
渉
り
西
洋
に
於
け
る
心
理
学
の
研
究
を
稀
薄
の
程

度
に
於
て
で
は
あ
る
が
、
我
国
に
伝
へ
た
も
の
は
「
哲
学
雑
誌
」
掲
載

の
論
文
、
抄
録
等
で
あ
る
。
夫
等
の
中
に
は
霊
知
学
的
（
読
心
術
、
妖

怪
学
、
降
神
術
等
も
包
含
）
、
変
態
心
理
学
的
、
教
育
応
用
的
、
記
憶

術
及
催
眠
術
的
、
犯
罪
心
理
学
的
、
動
物
心
理
学
的
の
も
の
が
あ
り
、

又
遺
伝
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
」
(18)

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
哲
学

雑
誌
」
は
明
治
前
期
に
お
け
る
心
理
学
の
紹
介
の
先
導
的
な
位
置
に
あ

二
、
「
哲
学
雑
誌
」
に
お
け
る
心
霊
学
関
連
記
事

関
連
の
文
章
が
多
く
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
、
同
時
代
に
お
け
る

「
哲
学
雑
誌
」
が
心
霊
学
関
連
の
記
事
を
多
く
紹
介
す
る
こ
と
の

を
検
討
す
る
。

る
。
初
期
の
「
哲
学
雑
誌
」
に
紹
介
さ
れ
る
心
霊
学
関
連
の
文
章
は
、

「
論
説
」
欄
を
中
心
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
欄
に
発
表
さ
れ
た
文

章
は
、
ほ
ぼ
毎
月
一
回
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
た
「
哲
学
会
」
の
例
会
で

の
教
員
や
専
門
の
学
者
に
よ
る
専
門
的
な
心
理
学
・
哲
学
の
学
説
に
関

す
る
講
演
を
文
章
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
欄
に
心
霊
学
関
連
の
話

題
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
「
哲
学
会
」
に
所
属
す
る
学
者
ら
が
、

心
霊
研
究
を
心
理
学
の
一
っ
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、
哲
学
科
教
授
の
外
山
正
一
は
「
心
理
学
」
の
講
義
で
、
「
メ
ス

メ
リ
ス
ム
」
・
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
」
を
紹
介
す
る
(19)

。
「
哲
学
雑

誌
」
の
「
論
説
」
欄
で
活
躍
し
て
い
た
元
良
勇
次
郎
(20)

も
、
ア
メ
リ

カ
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
留
学
中
に
、
「
催
眠
」
な
ど
心

霊
学
関
連
の
知
識
を
学
ん
で
い
た
(21)

。
「
哲
学
会
」
の
中
心
人
物
で
あ

る
教
員
の
一
部
が
、
留
学
中
に
心
霊
現
象
を
心
理
学
の
研
究
対
象
と
し

て
扱
う
考
え
方
を
身
に
つ
け
、
帰
国
後
に
心
霊
学
に
関
す
る
知
識
を
心

理
学
の
授
業
に
採
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
「
哲
学
雑
誌
」
が
発
刊
さ
れ

た
当
初
か
ら
、
「
論
説
」
欄
の
執
筆
者
で
あ
る
教
員
・
専
門
の
学
者
に

よ
り
、
心
霊
学
は
心
理
学
の
新
し
い
研
究
分
野
の
一
っ
と
し
て
心
理
学

の
枠
組
み
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

「
哲
学
会
」
に
所
属
す
る
学
者
ら
の
、
心
霊
研
究
に
対
す
る
考
え
方

は
以
上
の
よ
う
で
あ
り
、
彼
ら
の
主
張
は
、
「
哲
学
会
」
の
例
会
で
講

演
さ
れ
た
。
「
哲
学
会
」
に
所
属
す
る
教
員
の
講
演
が
雑
誌
の
編
集
作

業
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
こ
と
は
不
明
だ
が
、
編
纂
委

は
心
理
学
の
一
環
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
心
霊
研
究
を
彼
ら
の
講
演
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に
よ
り
認
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
「
哲
学
雑
誌
」
に
お

け
る
心
理
学
の
紹
介
の
特
徴
か
ら
、
漱
石
が
編
纂
に
従
事
し
た
時
期
に

お
い
て
、
「
雑
録
」
欄
に
心
霊
学
関
連
の
文
章
が
多
く
紹
介
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
の
文
章
の
共
通
点
を
検
討
す
る
。
漱
石
が

東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
た
明
治
二
三
年
か
ら
雑
誌
が
改
版
さ
れ
た
明

治
二
五
年
ま
で
に
、
「
哲
学
雑
誌
」
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
の
計
六
十
六

篇
の
中
で
、
心
霊
学
関
連
の
文
章
は
二
十
九
編
を
占
め
て
い
る
。
（
詳

し
い
篇
目
は
【
附
録
2
】
を
参
照
）
。
附
録
2
に
あ
る
「
雑
録
」
欄
の

目
録
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
心
霊
学
関
連
の
文
章
が
多
く
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
文
章
で
の
超
常
現
象
に
対
す
る
考
え
方
に
は
共
通

点
が
見
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
「
雑
録
」
欄
所
収
の
、
「
幻
想
の
一

例
」
（
第
四
冊
第
四
四
号
）
を
引
用
す
る
。

五
官
中
の
一
官
を
刺
戟
し
て
他
官
の
作
用
を
増
加
し
若
く
は
之

を
創
起
せ
し
む
る
こ
と
は
世
の
心
理
学
者
の
是
認
す
る
処
に
し
て

明
白
な
る
事
実
な
り
（
中
略
）
同
書
に
は
氏
の
実
験
を
述
て
日
＜

一
日
氏
は
中
案
に
俯
り
て
坐
し
た
り
し
に
階
下
に
於
て
戸
を
閉
つ

る
の
声
高
ら
か
に
聞
え
た
り
此

a
氏
は
直
ち
に
其
室
の
一
隅
に
一

種
の
香
気
あ
る
こ
と
を
感
せ
り
後
二
十
四
五
分
時
も
立
ち
た
ら
ん

と
思
ふ
頃
窓
下
に
馬
車
の
檻
々
と
し
て
走
る
響
を
聴
き
し
に
此
度

も
亦
以
前
と
同
様
の
香
気
を
感
し
馬
車
の
響
聞
え
ず
な
り
し
時
は

香
気
も
亦
消
え
失
せ
た
り
と
云
ふ
氏
の
著
書
に
は
聴
覚
的
の
幻
想

を
起
す
大
脳
の
自
動
作
用
を
論
せ
る
一
章
あ
り
又
睡
眠
中
に
感
せ

る
聴
覚
の
幻
想
を
論
せ
る
章
も
あ
り
て
心
理
学
者
に
取
り
て
は
此

上
も
な
き
興
味
あ
る
こ
と
な
る
べ
し

こ
の
文
章
で
は
、
不
可
思
議
な
現
象
が
心
理
学
の
観
点
で
分
析
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
哲
学
雑
誌
」
に
収
録
さ
れ
る
心
霊
学
関
連

の
文
章
の
共
通
点
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
文
章
で
は
、
心
理
学
的
な
解
釈

が
付
け
加
え
ら
れ
、
超
常
現
象
を
「
心
理
作
用
」
に
よ
る
錯
覚
（
「
幻

像
」
・
「
幻
想
」
）
と
扱
う
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
同
誌
に
紹
介

さ
れ
る
心
霊
学
は
、
〈
迷
信
〉
を
信
じ
な
い
こ
と
が
〈
常
識
〉
だ
と
思

わ
れ
る
明
治
前
期
に
お
い
て
、
〈
新
し
い
〉
超
常
現
象
の
捉
え
方
で
あ

る
。
人
の
心
理
を
研
究
す
る
時
に
、
超
常
現
象
が
探
求
の
方
法
の
一
っ

と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
超
常
現
象
の
起
こ
る
原
理
を
分
析

す
る
心
霊
研
究
は
、
心
理
学
の
一
部
と
し
て
明
治
前
期
の
文
科
大
学
に

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
「
哲
学
雑
誌
」
の
「
雑
録
」
欄
に
心
霊
学
関
連
の

文
章
が
多
く
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
、
「
哲
学
雑
誌
」
の
編
集
に
お
け
る
、

心
霊
学
に
対
す
る
持
続
的
な
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
。
「
哲
学
雑
誌
」

の
「
雑
録
」
欄
の
編
集
作
業
を
通
し
て
、
編
纂
委
員
は
当
時
の
日
本
国

内
で
は
ま
だ
流
行
し
て
い
な
い
西
洋
の
心
霊
研
究
の
文
章
に
接
触
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
「
論
説
」
欄
で
は
学
者
ら
に
よ
る
心
霊
研
究

の
紹
介
が
見
ら
れ
る
。
「
哲
学
会
会
則
」
で
は
、
「
雑
誌
委
員
ヲ
置
キ
雑

誌
編
輯
並
二
発
行
ノ
事
務
ヲ
一
切
委
托
ス
ル
コ
ト
」
(22)

と
明
記
し
て

い
る
。
「
雑
録
」
欄
に
心
霊
研
究
に
関
連
す
る
文
章
が
多
く
掲
載
さ
れ

る
こ
と
か
ら
は
、
編
纂
委
員
ら
も
「
哲
学
会
」
の
学
者
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
心
霊
研
究
に
関
心
を
示
し
て
い
た
と
窺
え
る
。

「
哲
学
雑
誌
」
で
心
霊
学
が
積
極
的
に
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
新
し
い
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明
治
初
期
に
は
、
超
常
現
象
を
否
定
す
る
こ
と
が
「
常
識
」
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
時
期
の
「
常
識
」
は
、
幽
霊
を
見
た
こ
と
を
神
経
が
弱

っ
て
い
る
症
状
の
一
っ
と
し
て
考
え
、
超
常
現
象
の
存
在
を
否
定
す
る
。

た
と
え
ば
、
超
常
現
象
の
存
在
を
否
定
す
る
時
流
の
中
で
、
「
こ
っ
く

り
さ
ん
」
の
起
源
な
ど
が
世
間
の
話
題
に
な
っ
た
が
、
〈
霊
〉
の
存
在

を
否
定
し
な
い
、
超
常
現
象
に
科
学
的
な
分
析
を
行
う
心
霊
研
究
は
当

時
「
野
師
の
所
行
」
(24)

と
見
ら
れ
、
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

、
明
治
期
に
お
け
る
心
霊
学
の
流
行

心
理
学
の
研
究
分
野
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

留
学
中
に
「
催
眠
」
に
関
す
る
知
識
を
勉
強
し
た
哲
学
会
会
員
の
元
良

勇
次
郎
も
、
心
霊
研
究
は
果
た
し
て
〈
科
学
〉
で
あ
ろ
う
か
と
「
懐

疑
」
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
（
ど
。
元
良
勇
次
郎
を
は
じ
め
と
す
る

心
理
学
者
が
留
学
し
た
時
期
、
西
洋
の
心
理
学
者
は
心
霊
研
究
に
接
近

し
、
科
学
で
解
釈
で
き
な
い
心
理
現
象
を
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み
て
い

た
。
「
哲
学
雑
誌
」
は
、
文
明
開
化
期
に
〈
迷
信
〉
だ
と
思
わ
れ
て
い

た
超
常
現
象
の
存
在
を
肯
定
す
る
た
め
、
心
霊
学
関
連
の
知
識
を
掲
載

し
た
の
で
は
な
い
。
本
誌
は
新
た
な
心
理
学
の
研
究
手
法
の
一
っ
と
し

て
日
本
国
内
に
紹
介
し
た
。
こ
の
態
度
は
、
西
洋
の
心
理
学
者
が
心
霊

研
究
に
接
近
す
る
理
由
と
類
似
す
る
。
漱
石
が
心
霊
主
義
に
寄
せ
た
関

心
の
焦
点
と
心
理
学
と
の
関
連
性
は
四
節
で
詳
述
す
る
が
、
こ
の
よ
う

に
、
「
哲
学
雑
誌
」
が
心
霊
研
究
と
関
連
す
る
記
事
を
紹
介
す
る
態
度

と
漱
石
の
心
霊
主
義
に
対
す
る
考
え
方
と
が
近
い
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

な
い
。
明
治
二

0
年
代
の
初
期
ま
で
は
、
超
常
現
象
を
実
在
し
な
い
も

の
だ
と
考
え
る
の
が
常
識
的
で
あ
る
(
2
5
)
0

「
哲
学
雑
誌
」
に
紹
介
さ
れ
る
心
霊
学
関
連
の
文
章
を
同
時
代
の
中

で
位
置
付
け
る
た
め
に
、
ま
ず
、
出
版
界
の
動
向
を
通
し
て
、
明
治
期

の
心
霊
学
の
受
け
入
れ
状
況
を
確
認
し
た
い
。
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た

雑
誌
(26)

及
び
『
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
』
(27)

を
参
照
し
た
結
果
、

明
治
三

0
年
以
前
の
心
霊
学
に
関
連
す
る
書
籍
は
、
西
洋
の
作
品
を
訳

し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
（
邦
人
の
編
纂
の
著
書
は
、
『
人
身
電
気
の
図

画
』
・
『
西
洋
奇
術
狐
狗
狸
怪
談
』
・
『
魔
術
』
（
上
・
下
）
・
『
幻
術
の
理

法
・
附
神
と
幽
霊
』
の
み
で
あ
る
）
で
あ
り
、
内
容
も
宗
教
（
特
に
仏

教
）
絡
み
の
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
出
版
状
況
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、

「
哲
学
雑
誌
」
が
心
霊
学
関
連
の
記
事
を
掲
載
す
る
明
治
二

0
年
代
に

お
い
て
、
超
常
現
象
に
科
学
的
な
実
験
や
分
析
を
加
え
る
心
霊
研
究
は

日
本
国
内
で
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。

な
お
、
雑
誌
や
書
籍
の
み
で
は
な
く
、
新
聞
か
ら
見
て
も
、
た
と
え

ば
、
明
治
二

0
(
一
八
八
七
）
年
七
月
の
『
読
売
新
聞
』
で
は
、
「
社

説
」
欄
に
て
「
催
眠
術
を
論
ず
社
会
に
害
あ
る
や
い
な
や
、
が
緊
急

課
題
」
と
い
う
文
章
が
見
ら
れ
る
が
、
催
眠
術
を
「
此
事
は
既
に
我
国

―
二
の
新
聞
紙
に
も
記
載
し
且
先
に
催
眠
術
を
試
み
ざ
る
者
の
あ
る
事

は
其
頃
我
紙
上
に
も
記
載
し
う
る
慮
に
な
る
」
と
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
け
る
心
霊
研
究
の
流
行
に
着
目
し
、
今
後
の
日
本
社
会
に
与

え
る
影
響
に
懸
念
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
記
事
か
ら
、
心
霊
研
究
が
こ

の
頃
に
は
日
本
社
会
で
ま
だ
流
行
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
心
霊
研
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究
が
こ
れ
か
ら
日
本
社
会
に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
『
朝
日
新
聞
』
上
に
、
心
霊
研
究
に
関
連
す
る
記

事
が
は
じ
め
て
見
ら
れ
る
の
は
、
明
治
二
四
(
-
八
九
一
）
年
の
馬
島

東
白
氏
に
よ
る
催
眠
術
の
演
説
会
の
紹
介
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
新
聞
か

ら
も
、
明
治
二

0
年
代
前
期
に
日
本
国
内
で
は
、
心
霊
研
究
は
社
会
的

な
プ
ー
ム
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
哲
学
雑
誌
」
以
外
の
、
明
治
前
期
に
刊
行
さ
れ
る
学
術
雑

誌
を
通
し
て
も
、
学
術
界
で
の
心
霊
研
究
の
受
け
入
れ
状
況
が
わ
か
る
。

明
治
一
八
(
-
八
八
五
）
年
三
月
に
「
東
洋
学
芸
雑
誌
」
で
は
、
箕
作

元
八
が
「
奇
怪
不
思
識
ノ
研
究
」
(28)

と
題
し
た
文
章
を
発
表
し
た
。

「
東
洋
学
芸
雑
誌
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
通
俗
科
学
雑
誌
「
N
a日
re
」
を

範
と
し
て
、
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
陣
を
中
心
に
明
治
一
四
年
一

0
月

に
創
刊
さ
れ
た
理
学
啓
蒙
雑
誌
で
あ
り
、
明
治
初
期
の
日
本
に
西
洋
の

科
学
的
思
想
を
紹
介
す
る
こ
と
に
一
役
買
っ
た
。

前
掲
し
た
箕
作
元
八
の
文
章
で
は
、
明
治
一
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
に

(29) 

サ
エ
↓
ー

「
心
理
研
究
会
」
が
創
立
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
ア
メ
リ
カ
の

「
サ
イ
エ
ン
ス
」
誌
と
イ
ギ
リ
ス
の
「
ノ
ー
リ
ッ
ジ
」
誌
に
掲
載
さ
れ

ツ

ー

ト

リ

ー

ン

ン

グ

メ

ス

メ

リ

ズ

ム

ア

ッ

ハ

リ

｀

／

ヨ

ン

ス

ハ

ウ

ン

5

ァ
ッ

1
，
ゥ
ス

る

「

察

心

」

・

「

奪

感

」

・

「

妖

怪

」

・

「

鬼

屋

」

な

ど

の
実
験
に
関
す
る
記
事
を
訳
し
て
掲
載
す
る
。
各
訳
語
に
付
け
ら
れ
た

ル
ピ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
察
心
」
は
「
読
心
術
」
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
「
テ
レ
パ
シ
ー
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
奪
感
」
は

催
眠
術
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
末
に
「
我
国
ニ
ハ
此
等
奇
怪
ノ
事

極
メ
テ
多
ケ
レ
ド
モ
或
ハ
之
ヲ
妄
信
シ
テ
更
二
疑
ヲ
容
レ
ス
或
ハ
不
語

怪
力
乱
神
、
敬
鬼
神
而
遠
之
ナ
ド
A

理
屈
ヲ
付
ケ
テ
不
問
二
舎
キ
之
ヲ

研
究
ス
ル
ノ
労
ヲ
取
ル
者
ナ
ク
徒
二
面
白
キ
事
実
ヲ
曖
昧
二
附
シ
置
ク

ハ
遺
憾
卜
云
フ
ヘ
キ
ナ
リ
」
と
、
当
時
の
日
本
社
会
に
お
け
る
、
超
常

現
象
の
存
在
を
探
求
せ
ず
に
ひ
た
す
ら
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
態
度
に

「
遺
憾
」
の
念
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
井
上
円
了
が
「
奇
怪
研
究
」

に
「
企
あ
る
由
を
聞
き
た
れ
ど
も
（
中
略
）
如
何
な
る
成
績
を
得
ら
れ

し
や
知
る
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
た
こ
と
が
箕
作
の
文
章
に
記
載
さ
れ
、

円
了
の
研
究
は
「
本
邦
奇
怪
研
究
ノ
第
一
着
ト
モ
云
フ
可
キ
」
だ
と
評

さ
れ
て
い
る
。
「
哲
学
雑
誌
」
で
活
躍
し
て
い
る
井
上
円
了
は
、
明
治

一
九
(
-
八
八
六
）
年
一
月
二
四
日
に
東
京
帝
国
大
学
内
で
「
不
思
議

研
究
会
」
を
成
立
し
、
同
会
の
会
員
ら
は
、
後
に
「
哲
学
会
」
が
創
立

さ
れ
た
時
も
入
会
し
た
(30)

。
氏
は
超
常
現
象
を
「
妖
怪
」
と
通
称
し
、

「
妖
怪
」
の
哲
学
・
心
理
学
に
よ
る
解
釈
を
試
み
た
。
「
哲
学
雑
誌
」

の
初
期
メ
ン
バ
ー
は
、
心
霊
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
明
治

一
八
年
頃
に
す
で
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
も
こ
の
記
事
か
ら
窺
え
る
。

箕
作
元
八
の
文
章
は
、
心
霊
研
究
を
評
価
す
る
先
駆
的
な
文
章
だ
と
考

え
ら
れ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
す
で
に
心
霊
研
究
が
流
行
っ
て
い
た
明
治

二
0
年
前
後
に
刊
行
さ
れ
た
本
誌
に
お
い
て
、
心
霊
研
究
関
連
の
文
章

は
、
上
記
の
箕
作
元
八
の
記
事
及
び
、
第
五
六
号

(
3
で
の
「
催
眠

術
」
に
関
す
る
記
事
の
み
で
あ
る
。
「
東
洋
学
芸
雑
誌
」
で
は
心
霊
研

究
に
関
し
て
多
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
「
催
眠
術
」
に

言
及
す
る
文
章
で
は
、
「
其
顕
象
梢
想
像
外
に
出
つ
る
以
て
随
分
教
育

の
あ
る
人
に
て
も
何
理
外

(Supernatural)

の
の
如
く
思
ひ
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半
疑
の
様
子
な
り
」
と
、
催
眠
術
に
対
す
る
知
識
層
の
一
般
的
な
態
度

が
わ
か
る
。

次
に
、
「
哲
学
雑
誌
」
で
も
活
躍
し
た
心
理
学
者
元
良
勇
次
郎
合
）
・

松
本
亦
太
郎

(
"
"
5
)
、
ま
た
は
松
本
文
三
郎

(
3
4
)
•井
上
円
了
合
）
ら
の
哲

学
者
に
よ
る
寄
稿
が
多
く
見
ら
れ
る
、
「
六
合
雑
誌
」
に
お
け
る
心
霊

研
究
の
受
け
入
れ
状
況
に
注
目
し
た
い
。
明
治
一
三
(
-
八
八

0
)
年

創
刊
さ
れ
た
「
六
合
雑
誌
」
は
、
小
崎
弘
道
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理

を
中
心
に
、
西
洋
の
政
治
・
宗
教
・
思
想
・
文
学
・
芸
術
な
ど
を
紹
介

す
る
綜
合
雑
誌
で
あ
る
。
同
時
代
に
発
刊
さ
れ
た
「
七
一
雑
報
」
は
、

「
文
学
芸
術
凡
そ
世
道
に
益
あ
る
も
の
を
載
せ
、
就
中
教
門
の
如
き
は

最
も
切
実
に
弁
論
し
て
基
督
の
真
理
を
照
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
に

て
」
と
こ
の
新
し
く
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
を
紹
介
す
る
(36)

。
キ
リ
ス
ト

教
理
を
中
心
と
す
る
「
六
合
雑
誌
」
で
は
、
〈
霊
〉
・
〈
奇
跡
〉
の
存
在

は
否
定
さ
れ
な
い
。
（
こ
の
態
度
は
、
明
治
日
本
に
大
き
く
影
蓉
を
与

え
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
進
化
説
」
を
同
誌
に
て
批
判
す
る
言
論
が
多
く

見
ら
れ
る
点
に
も
窺
え
る
り
。
）
〈
霊
〉
の
存
在
を
肯
定
す
る
「
六
合

雑
誌
」
だ
が
、
心
霊
学
に
関
す
る
記
事
は
少
な
い
。
明
治
二

0
年
前
後

で
は
、
小
崎
弘
道
の
「
「
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
」
及
び
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

ズ
ム
」
」
（
第
六
三
・
六
四
号
に
て
連
載
、
明
治
一
九
年
三
•
四
月
）
や

神
智
協
会
の
創
立
者
オ
ル
コ
ッ
ト
氏
に
関
す
る
記
事
(38)

が
掲
載
さ
れ

る
程
度
で
あ
る
(39)

。
ま
た
、
「
霊
魂
」
と
「
肉
体
」
と
の
関
係
に
言
及

す
る
記
事
は
、
W
・
デ
ニ
ン
グ
の
講
演
の
和
訳
「
霊
魂
卜
肉
体
ノ
緻
密

ナ
ル
関
係
ヲ
論
ス
」
(40)

が
あ
る
が
、
「
此
論
説
ノ
論
題
即
チ
現
世
二
於

テ
心
神
ノ
相
関
係
ス
ル
如
何
卜
云
フ
ニ
在
ル
ナ
リ
而
シ
テ
来
世
二
於
テ

人
魂
ノ
体
ヲ
有
セ
ス
シ
テ
存
シ
得
ル
カ
将
夕
得
サ
ル
カ
ト
云
フ
ハ
之
レ

学
術
上
ノ
問
題
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
宗
教
上
ノ
問
題
ナ
レ
」
と
い
う
一
文
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
理
に
基
づ
い
た
解
釈
で
あ
り
、
心
霊

研
究
と
は
異
な
っ
て
い
る
(
4
1
)
0

明
治
三

0
年
代
に
入
る
と
、
心
霊
学
関
連
の
著
作
が
多
く
出
版
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
中
で
は
催
眠
術
の
流
行
に
つ
い
て
の
出
版
が
著
し
い

（
【
付
録
1
】
を
参
照
）
。
一
柳
廣
孝
氏
は
、
竹
内
楠
三
の
『
心
理
作
用

読
心
術
自
在
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
こ
と
が
、
明
治
三

0
年
代

の
心
霊
学
（
特
に
催
眠
術
）
プ
ー
ム
の
火
付
け
役
を
果
た
し
た
と
指
摘

す
る
(42)

。
桑
原
俊
郎
の
『
精
神
霊
動
第
一
編
催
眠
術
』
も
、
発
行
し

て
か
ら
ま
も
な
く
訂
正
七
版
が
出
版
さ
れ
、
当
時
の
心
霊
学
プ
ー
ム
の

盛
況
さ
(43)

が
窺
え
る
。
明
治
三

0
年
代
に
は
、
心
霊
研
究
が
社
会
問

題
に
な
る
ほ
ど
プ
ー
ム
と
な
っ
た
。
明
治
期
に
お
け
る
心
霊
研
究
の
流

行
が
明
治
三

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
、
「
六
合
雑
誌
」

に
お
い
て
「
催
眠
術
」
な
ど
の
、
心
霊
学
関
連
の
記
事
が
頻
繁
に
紹
介

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
明
治
三
六
年
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
も

窺
え
る
。
第
二
七
二
号
で
は
「
催
眠
術
」
（
明
治
三
六
年
八
月
一
五

日
）
が
掲
載
さ
れ
、
第
三

0
0号
で
は
、
「
催
眠
術
の
歴
史
と
効
用
」

（
明
治
三
八
年
―
二
月
一
日
）
が
掲
載
さ
れ
る
。
明
治
四

0
年
五
月
刊

行
の
第
三
一
七
号
で
は
、
「
心
霊
交
感
」
と
題
す
る
文
章
が
見
ら
れ
る
。

明
治
四
四
年
二
月
（
第
三
六
二
号
）
で
は
、
当
時
社
会
問
題
と
な
っ
た

「
千
里
眼
問
題
」
を
論
じ
る
「
千
里
眼
問
題
」
と
題
す
る
文
章
が
あ
る
。
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そ
し
て
第
三
七
七
号
（
明
治
四
五
年
六
月
一
日
）
に
て
、
「
霊
的
実

験
」
が
紹
介
さ
れ
る
。
「
六
合
雑
誌
」
で
の
心
霊
学
関
連
の
記
事
は
、

西
洋
の
新
し
い
学
説
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
明
治
三

0
年

代
の
催
眠
術
・
四

0
年
代
の
千
里
眼
ブ
ー
ム
と
並
行
し
、
当
時
の
日
本

社
会
の
流
行
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
東
京
帝
国
大
学
哲
学
会
発
行
の
「
哲
学
雑
誌
，
―
に

は
明
治
二

0
年
代
の
前
期
に
す
で
に
心
霊
研
究
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
他
の
、
日
本
国
内
の
学
術
界
が
発
信
す
る
心
霊
研
究
は
、

主
に
明
治
三

0
年
に
入
っ
て
か
ら
と
な
る
(44)

。
漱
石
は
超
常
現
象
の

存
在
を
〈
迷
信
〉
と
し
、
心
霊
研
究
を
卑
し
め
た
傾
向
が
あ
る
明
治
二

0
年
代
初
期
に
大
学
時
代
を
過
ご
し
た
。
「
哲
学
雑
誌
」
は
、
心
理
学

の
観
点
か
ら
超
常
現
象
を
分
析
す
る
心
霊
研
究
を
日
本
国
内
に
紹
介
し
、

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
心
霊
主
義
関
連
の
記
事
で
は
、
心
霊
研
究
の
核
と

な
る
〈
霊
〉
の
存
在
の
概
念
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
「
哲
学
雑

誌
」
の
編
集
作
業
を
通
し
て
、
心
理
学
の
一
環
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
心

霊
学
と
接
触
し
た
こ
と
は
、
漱
石
の
心
霊
学
の
教
養
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
、
心
霊
研
究
で
重
要
な
〈
霊
〉
（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
言
う
「
大
き

な
意
識
」
）
の
存
在
と
い
う
問
題
に
接
触
す
る
最
初
の
き
っ
か
け
と
も

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
心
理
学
の
観
点
で
心
霊
学
を
解
釈
す
る

「
雑
録
」
欄
は
、
漱
石
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
問
題
と
如
何
な
る
繋
が

り
が
あ
ろ
う
か
、
次
節
に
て
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

「
哲
学
雑
誌
」
の
時
期
か
ら
心
霊
主
義
に
関
す
る
知
識
に
触
れ
た
漱

石
は
、
「
哲
学
雑
誌
」
の
編
纂
委
員
を
辞
任
し
た
後
も
、
心
霊
主
義
と

関
連
す
る
著
書
を
購
読
し
て
い
る
。
漱
石
の
蔵
書
目
録
に
は
、
明
治
三

0
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
心
霊
主
義
に
関
す
る
書
籍
が
散
見
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
で
の
〈
死
後
の
生
〉
に
関
す

る
漱
石
の
こ
と
ば
か
ら
も
、
漱
石
が
心
霊
学
と
関
連
す
る
著
作
を
多
数

読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

自
白
す
れ
ば
、
八
九
年
前
ア
ン
ド
リ
ュ
・
ラ
ン
グ
の
書
い
た

「
夢
と
幽
霊
」
と
い
ふ
書
物
を
床
の
中
に
読
ん
だ
時
は
、
鼻
の
先

の
灯
火
を
一
時
に
寒
く
眺
め
た
。
一
年
程
前
に
も
「
霊
妙
な
る
心

カ
」
と
云
ふ
標
題
に
引
力
さ
れ
て
フ
ラ
ン
マ
リ
オ
ン
と
い
う
人
の

書
籍
を
、
わ
ざ
／
＼
外
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
事
が
あ
っ
た
。
先
頃

は
ま
た
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ツ
ヂ
の
「
死
後
の
生
」
を
読
ん
だ
。
死

後
の
生
！
名
か
ら
し
て
既
に
妙
で
あ
る
。
我
々
の
個
性
が
我
々

の
死
ん
だ
後
迄
も
残
る
、
活
動
す
る
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
地
上
の

人
と
言
葉
を
換
す
。
ス
ピ
リ
チ
ズ
ム
の
研
究
を
以
て
有
名
で
あ
っ

た
マ
イ
エ
ル
は
悔
か
に
斯
う
信
じ
て
居
た
ら
し
い
。
其
マ
イ
エ
ル

に
自
己
の
著
述
を
捧
げ
た
ロ
ツ
ヂ
も
同
じ
考
へ
の
様
に
思
は
れ
る
。

つ
い
此
間
出
た
ポ
ド
モ
ア
の
遺
著
も
恐
ら
く
は
同
系
統
の
も
の
だ

ら
う
。
（
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
一
七
）

こ
の
引
用
に
言
及
さ
れ
た
、
『
霊
妙
な
る
心
力
』
と
い
う
本
は
、
カ

四
、
漱
石
作
品
に
お
け
る
心
霊
学
の
受
容
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ミ
ュ
ー
・
フ
ラ
マ
リ
オ
ン
が
明
治
三
九
(
-
九

0
六
）
年
に
発
表
し
た

作
品
で
あ
る
り
。
こ
の
作
品
は
明
治
四

0
(
一
九

0
七
）
年
に
英
訳

さ
れ
、
現
在
、
漱
石
の
蔵
書
目
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
明
治

四
0
年
版
で
あ
る
。
漱
石
の
蔵
書
目
録
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
・
ポ
ド
モ
ア

(
F
r
a
n
k
 
P
o
d
m
o
r
e
)

の
"Apparitions

a
n
d
 
T
h
o
u
g
h
t
 ,
 
T
r
a
n
s
f
e
r
e
n
c
e
 

目
E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
o
f
 the E
v
i
d
e
n
c
e
 for T
e
l
e
p
a
t
h
y
"
 < 
46)

も
あ
る
。
（
た

だ
し
、
「
つ
い
此
間
出
た
ポ
ド
モ
ア
の
遺
著
も
恐
ら
く
は
同
系
統
の
も

の
だ
ら
う
」
と
い
う
一
文
か
ら
、
漱
石
は
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
が
書

か
れ
た
時
点
で
、
ま
だ
そ
の
著
作
を
読
ん
で
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
漱
石
の
こ
れ
ら
の
作
品
を
知
っ
た
経
緯
は
他
の
機
会
に
考
察
し

た
い
）
。
ま
た
、
漱
石
が
フ
ラ
マ
リ
オ
ン
の
―
'
M
y
s
t
e
r
i
o
u
s

P
s
y
c
h
i
c
 

F
o
r
c
e
s
"
を
取
り
寄
せ
た
き
っ
か
け
は
「
標
題
に
引
か
さ
れ
」
た
た
め

と
述
べ
て
お
り
、
彼
が
心
霊
学
関
連
の
著
作
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
引
用
部
に
従
い
、
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
が
発
表
さ
れ

る
明
治
四
三
(
-
九
一

0
)
年
か
ら
逆
算
す
る
と
、
漱
石
が
ラ
ン
グ
の

『
夢
と
幽
霊
』
を
読
ん
だ
時
期
は
、
明
治
三
四
(
-
九

0
-
）
年
あ
た

り
に
な
る
。
実
際
漱
石
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
ラ
ン
グ
の
『
夢
と
幽
霊
』

の
見
返
し
に
‘
'
B
e
g
u
n
9
t
h
 

M
a
r
c
h
 1
9
0
1
/
 
F
i
n
i
s
h
e
d
 l
O
'
h
'

と
い
う
メ
モ

が
あ
り
、
漱
石
は
留
英
中
に
『
夢
と
幽
霊
』
を
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
漱
石
は
心
霊
学
関
連
の
書
籍
を
読
み
、
明
治
三
七
年
以
降
に
発

表
さ
れ
た
自
身
の
小
説
に
も
「
催
眠
術
」
・
「
テ
レ
パ
シ
ー
」
な
ど
を
し

ば
し
ば
登
場
人
物
の
話
題
に
あ
げ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
彼
が
心

霊
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

理
由
は
同
時
代
に
あ
っ
た
心
霊
学
プ
ー
ム
の
理
由
と
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。

『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
の
中
で
、
漱
石
が
〈
死
後
の
生
〉
を
考
え
る

際
、
「
吾
々
の
意
識
に
は
敷
居
の
様
な
境
界
線
が
あ
っ
て
、
其
線
の
下

は
暗
く
、
其
線
の
上
は
明
ら
か
で
あ
る
と
は
現
代
の
心
理
学
者
が
一
般

に
認
識
す
る
議
論
の
様
に
見
え
る
」
と
述
べ
る
箇
所
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ

の
『
多
元
的
宇
宙
』
の
論
理
か
ら
触
発
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
思
ひ

出
す
事
な
ど
』
に
よ
る
と
、
漱
石
は
明
治
四
三
年
の
「
修
善
寺
の
大

患
」
の
後
の
療
養
中
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
『
多
元
的
宇
宙
』
を
読
ん
で
い

た
。
「
教
授
が
何
事
に
よ
ら
ず
具
体
的
の
事
実
を
土
台
と
し
て
、
類
推

で
哲
学
の
領
分
に
切
り
込
ん
で
行
く
所
」
を
、
「
文
学
者
た
る
自
分
の

立
場
か
ら
見
て
」
、
特
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
。

超
常
現
象
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
「
超
常
現
象
を
信
じ
た
い
人

に
は
、
信
じ
る
に
足
る
十
分
な
証
拠
が
出
る
一
方
、
信
じ
た
く
な
い
人

に
は
否
定
す
る
に
十
分
な
曖
昧
さ
が
残
る
」
と
言
っ
て
い
る
(47)

。
超

常
現
象
を
肉
体
の
あ
る
人
間
の
存
在
と
異
な
る
「
意
識
」
と
し
て
考
え

る
た
め
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
超
常
現
象
の
有
無
を
断
言
し
な
い
。
漱
石
も

『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
の
同
章
で
、
「
相
当
の
学
者
が
綿
密
な
手
続
を

経
て
発
表
し
た
数
字
上
の
結
果
す
ら
、
吾
々
は
た
ゞ
数
理
的
の
頭
脳
に

の
み
最
も
と
首
肯
だ
け
で
あ
る
。
数
量
の
あ
ら
ま
し
さ
え
応
用
の
利
か

ぬ
心
の
現
象
に
関
し
て
は
云
ふ
迄
も
な
い
」
と
思
い
、
「
自
分
に
経
験

の
出
来
な
い
限
り
、
如
何
な
綿
密
な
学
説
で
も
吾
を
支
配
す
る
能
力
は

持
ち
得
ま
い
」
と
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
と
同
じ
く
超
常
現
象
の
存
在
を
断
定

し
な
い
。
ま
た
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
超
常
現
象
の
存
在
を
否
定
し
な
い
理
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由
は
、
心
霊
研
究
者
F
.
w
.
H
マ
イ
ヤ
ー
ズ
の
学
説
か
ら
の
影
響
が

大
き
い
(48)

。
マ
イ
ヤ
ー
ズ
は
肉
体
の
ほ
か
に
〈
意
識
〉
の
存
在
を
提

唱
し
、
「
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
み
な
、
実
際
に
は
、
自
分
で
知
っ
て

い
る
よ
り
も
遥
か
に
広
大
な
永
続
的
な
精
神
的
実
在
物
で
あ
る
」
と
述

べ
て
お
り
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
そ
れ
を
「
潜
在
意
識
的
自
己
」
と
称
す
る
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
超
常
現
象
の
存
在
を
否
定
せ
ず
、
心
霊
研
究
の
価
値
を

認
め
る
理
由
も
、
「
潜
在
意
識
的
自
己
」
へ
の
探
求
と
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
概
念
は
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
の
、
「
ど
う
し
て
幽
霊
と
な
れ
や

う
。
ど
う
し
て
自
分
よ
り
大
き
な
意
識
と
冥
合
出
来
や
う
」
と
い
う
漱

石
の
言
葉
か
ら
も
窺
え
る
。
漱
石
が
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
で
、
近
代

科
学
で
解
釈
で
き
な
い
超
常
現
象
へ
の
探
求
を
否
定
し
な
い
こ
と
か
ら
、

彼
の
心
霊
学
及
び
心
理
学
に
対
す
る
関
心
の
焦
点
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
ら
と

同
じ
く
、
自
己
の
肉
体
の
ほ
か
に
あ
る
、
〈
意
識
〉
へ
の
探
求
に
あ
る

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
漱
石
の
心
霊
現
象
と
心
理
学
の
関

係
に
関
す
る
思
考
回
路
は
、
「
哲
学
雑
誌
」
の
時
期
に
接
触
し
た
、
心

霊
学
を
心
理
学
に
内
包
す
る
心
霊
学
関
連
の
文
章
ま
で
潮
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

一
柳
廣
孝
氏
は
、
漱
石
の
初
期
作
品
に
見
ら
れ
る
心
霊
学
の
話
題
の

多
用
は
、
明
治
三

0
年
代
の
心
霊
学
プ
ー
ム
と
関
連
し
て
い
る
と
指
摘

す
る
(49)

。
作
品
の
発
表
さ
れ
た
時
代
背
景
に
よ
る
と
、
一
柳
氏
の
指

摘
す
る
よ
う
に
、
心
霊
学
ブ
ー
ム
は
確
か
に
そ
の
一
因
で
あ
る
可
能
性

は
否
め
な
い
。
た
だ
し
、
「
哲
学
雑
誌
」
の
時
期
に
漱
石
は
す
で
に
心

霊
学
の
知
識
と
多
く
接
触
し
て
お
り
、
「
哲
学
雑
誌
」
で
の
心
霊
学
関

連
の
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
、
漱
石
を
は
じ
め
と
す
る
編
纂

委
員
ら
の
心
霊
研
究
に
対
す
る
関
心
も
窺
え
る
。
「
哲
学
雑
誌
」
の
編

集
作
業
を
通
し
て
、
心
霊
学
に
関
す
る
知
識
と
接
触
し
た
漱
石
は
、
明

治
二

0
年
代
の
後
半
に
参
禅
に
赴
い
た
。
明
治
二
七
年
八
月
の
は
じ
め

て
の
参
禅
の
後
、
漱
石
は
「
生
来
の
凡
骨
到
底
見
性
の
器
に
非
ず
」
と

自
身
が
悟
れ
な
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
同
じ
く
明
治
二
七

年
―
二
月
か
ら
明
治
二
八
年
の
一
月
頃
に
、
漱
石
は
再
び
参
禅
に
赴
き
、

「
父
母
未
生
以
前
の
本
来
の
面
目
」
と
い
う
公
案
を
も
ら
っ
た
も
の
の
、

「
本
来
の
面
目
を
撥
出
し
来
ら
ず
」
(50)

と
、
悟
れ
な
い
ま
ま
で
参
禅

を
終
え
た
。
自
己
の
本
来
の
心
性
を
徹
見
す
る
禅
宗
の
悟
り
に
漱
石
が

関
心
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
参
禅
も
、
肉
体
の
ほ
か
に
あ
る
〈
大

き
な
意
識
〉
に
対
す
る
関
心
と
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
漱
石
が
多
方
に
わ
た
っ
て
探
求
し
て
き

た
こ
の
問
題
は
、
社
会
で
の
流
行
を
き
っ
か
け
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
、

自
身
の
最
初
の
小
説
に
取
り
込
ま
れ
た

9
。

漱
石
の
小
説
に
見
ら
れ
る
、
超
常
現
象
と
人
の
〈
意
識
〉
と
の
関
係

は
、
後
期
の
作
品
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
大
正
(
-
九
―
二
）
元
年

の
『
行
人
』
で
は
、
「
遣
伝
と
か
進
化
と
か
に
就
い
て
の
学
説
」
に

「
得
意
」
な
主
人
公
一
郎
が
い
る
。
「
人
間
の
不
安
は
科
学
の
発
展
か

ら
来
る
」
と
思
う
一
郎
は
、
「
人
間
全
体
が
幾
世
紀
か
の
後
に
到
着
す

べ
き
運
命
を
、
僕
は
僕
一
人
で
僕
一
代
の
う
ち
に
経
過
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
恐
ろ
し
い
」
と
、
不
安
な
思
い
を
抱
え
て
い
る
。
そ
し
て

「
鋭
敏
な
神
経
」
を
持
つ
自
分
が
感
じ
る
「
恐
ろ
し
」
さ
は
ほ
か
の
人
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と
異
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
一
郎
は
「
現
在
自
分
の
眼
前
に
居

て
、
最
も
親
し
か
る
べ
き
筈
の
人
、
其
人
の
心
を
研
究
し
な
け
れ
ば
、

居
て
も
立
つ
て
も
居
ら
れ
な
い
と
い
ふ
や
う
な
必
要
」
を
意
識
し
、
ほ

か
の
人
と
自
身
と
の
懸
隔
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

「
向
ふ
で
わ
ざ
と
考
へ
さ
せ
る
や
う
に
仕
向
け
て
来
る
ん
だ
。
己
の
考

ヘ
慣
れ
た
頭
を
逆
に
利
用
し
て
。
何
う
し
て
も
馬
鹿
に
さ
せ
て
呉
れ
な

い
ん
だ
」
と
、
身
に
つ
い
た
知
識
と
自
身
の
頭
脳
が
他
者
の
心
を
理
解

す
る
こ
と
に
支
障
を
与
え
て
い
る
と
一
郎
は
思
う
。
常
に
他
者
の
心
を

理
解
で
き
な
い
こ
と
に
悩
む
一
郎
は
、
「
読
心
術
」
と
も
称
さ
れ
る
テ

レ
パ
シ
ー
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
「
他
の
心
は
外
か
ら
研
究

は
出
来
る
。
け
れ
ど
も
其
心
に
為
つ
て
見
る
事
は
出
来
な
い
。
其
位
の

事
な
ら
己
だ
っ
て
心
得
て
ゐ
る
積
だ
」
と
思
う
一
郎
だ
か
ら
こ
そ
、
テ

レ
パ
シ
ー
に
興
味
を
持
ち
、
他
者
の
心
を
心
霊
学
に
よ
り
理
解
し
た
い

の
で
は
な
い
か
。
『
行
人
』
で
の
テ
レ
パ
シ
ー
は
、
近
代
科
学
で
も
解

明
で
き
な
い
人
の
内
面
を
、
超
常
現
象
に
よ
り
、
解
明
す
る
手
が
か
り

の
一
っ
と
し
て
一
郎
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
テ
レ
パ
シ
ー
に
よ
り

精
神
的
な
苦
悩
か
ら
解
放
で
き
な
か
っ
た
『
行
人
』
の
一
郎
は
、
作
品

の
終
章
に
、
「
善
も
投
げ
悪
も
投
げ
、
父
母
の
生
れ
な
い
先
の
姿
も
投

げ
、
一
切
を
放
下
し
尽
し
て
仕
舞
つ
た
」
香
厳
と
い
う
禅
宗
の
坊
主
に

な
ぞ
ら
え
、
「
ど
う
か
し
て
香
厳
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
。
一

郎
が
救
い
を
求
め
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
漱
石
が
明
治
二

0
年
代
の
後
半
に

参
禅
に
赴
い
た
こ
と
と
類
似
し
て
い
る
。
彼
ら
は
〈
大
き
な
意
識
〉
へ

の
探
求
に
よ
り
、
自
身
の
精
神
的
な
悩
み
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
。

お
わ
り
に

漱
石
の
初
期
作
品
に
お
け
る
、
幽
霊
な
ど
の
超
常
現
象
は
、

は
猫
で
あ
る
』
の
よ
う
に
、
作
中
の
話
題
提
供
と
し
て
、
も
し
く
は
、

『
琴
の
そ
ら
音
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
人
公
の
不
安
の
表
れ
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
行
人
』
の
一
郎
は
、
科
学
的
な
〈
読
心

術
〉
で
、
知
識
人
で
あ
る
自
分
が
理
解
で
き
な
い
他
者
の
内
心
を
窺
お

う
と
す
る
。
「
哲
学
雑
誌
」
時
代
か
ら
、
漱
石
に
は
心
理
学
的
な
解
釈

を
し
た
心
霊
学
に
対
す
る
関
心
が
窺
え
る
。
ま
た
、
人
間
存
在
の
本
質

に
あ
る
〈
意
識
〉
の
存
在
に
関
連
す
る
超
常
現
象
は
、
漱
石
作
品
の
中

で
も
使
い
方
に
変
化
が
見
ら
れ
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
哲
学
雑
誌
」
は
、
日
本
の
の
受
け
入
れ
に
先
導
的
な
立
場

で
あ
っ
た
。
漱
石
は
「
哲
学
雑
誌
」
を
通
し
て
、
超
常
現
象
と
心
理
作

用
と
の
関
連
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
三

七
・
八
年
の
頃
に
漱
石
が
創
作
し
た
、
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
・
『
倫
敦

塔
』
・
『
幻
影
の
盾
』
・
『
琴
の
そ
ら
音
』
．
『
一
仮
』
・
『
施
露
行
』
・
『
趣
味

の
遺
伝
』
な
ど
一
連
の
作
品
に
は
、
超
常
現
象
に
纏
わ
る
話
題
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
超
常
現
象
が
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
は
、

「
哲
学
雑
誌
」
の
編
纂
委
員
の
時
期
に
、
彼
が
接
触
し
た
文
章
の
影
菅

が
否
め
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
「
哲
学
雑
誌
」
の
時
期
か
ら
見
ら
れ
る

漱
石
の
心
霊
研
究
に
対
す
る
関
心
は
、
自
身
が
明
治
二

0
年
代
後
半
に

参
禅
し
た
こ
と
や
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
に
心
霊
主
義
の
著
書
を
多
数
購

読
す
る
こ
と
と
も
繋
が
っ
て
い
る
。
心
理
学
の
環
と
し
て
心
霊
研
究
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を
紹
介
す
る
「
哲
学
雑
誌
」
の
編
集
作
業
を
通
し
て
、
漱
石
の
心
霊
学

に
対
す
る
関
心
は
彼
の
心
理
学
に
対
す
る
関
心
と
繋
が
っ
た
。
そ
し
て

こ
の
流
れ
の
根
底
に
、
漱
石
の
人
間
存
在
の
本
質
へ
の
探
究
と
い
う
問

題
意
識
が
あ
る
。
心
霊
研
究
は
、
明
治
三
0
•
四
0
年
代
の
人
々
に
と

っ
て
、
一
っ
の
プ
ー
ム
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
漱
石
に
と
っ
て
、

心
霊
学
は
〈
科
学
〉
で
説
明
で
き
な
い
〈
大
き
な
意
識
〉
の
存
在
を
説

明
し
、
科
学
と
自
然
と
の
懸
隔
を
埋
め
る
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
漱
石
は
超
常
現
象
を
小
説
の
登
場
人
物
の
心
境
描
写
に
利
用
す
る
。

漱
石
の
小
説
に
見
ら
れ
る
超
常
現
象
の
と
ら
え
方
の
源
流
は
、
心
霊
学

を
心
理
学
の
一
っ
と
し
て
紹
介
す
る
「
哲
学
雑
誌
」
に
ま
で
遡
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

【
附
録
1
】
明
治
三

0
年
代
の
日
本
国
内
の
心
霊
学
関
連
の
書
籍
の
出

版
リ
ス
ト
(52)

明
治
三
五
年

8
月
『
仏
教
の
価
値
』

明
治
三
六
年

3
月
催
眠
術
自
在
（
学
理
応
用
）
』
（
竹
内
楠
三
）

5
月
『
近
世
天
眼
通
実
験
研
究
』

『
天
人
論
』
（
黒
岩
涙
香
）

9
月
『
心
理
作
用
読
心
術
自
在
』
（
竹
内
楠
三
）

『
最
新
一
元
哲
学
』
（
高
橋
五
郎
）

『
催
眠
術
及
感
応
法
』
（
山
崎
増
造
）

11
月
『
催
眠
術
及
覚
醒
法
要
訣
』
（
菊
池
芙
蓉
）

『
催
眠
術
実
験
の
成
績
』
（
佐
々
木
久
平
）

明
治
三
八
年

明
治
三
七
年

12
月
『
神
秘
哲
学
』
（
高
橋
五
郎
）

『
催
眠
術
二
於
ケ
ル
精
神
の
現
象
』
（
佐
々
木

久
平
）

1
月
『
催
眠
術
独
習
』
（
近
藤
嘉
三
）

『
催
眠
術
に
於
け
る
暗
示
法
』
（
中
堂
謙
吉
）

2
月
『
通
俗
講
義
霊
魂
不
滅
論
』
（
井
上
円
了
）

『
心
学
叢
書
』
（
赤
堀
又
次
郎
）

『
催
眠
術
簡
易
速
成
』
（
山
本
止
）

3
月
『
催
眠
術
及
ズ
ツ
ゲ
ス
チ
オ
ン
論
集
上
巻
』

（
国
家
医
学
会
）

5
月
『
催
眠
術
実
践
新
心
理
学
』
（
石
龍
子
）

7
月
『
催
眠
術
治
療
自
在
』
（
竹
内
楠
三
）

8
月
『
催
眠
術
矯
癖
自
在
』
（
竹
内
楠
三
）

10
月
『
催
眠
術
善
処
（
施
術
自
在
）
』
（
熊
代
彦
太

郎）

11
月
『
動
物
催
眠
術
（
実
験
自
在
）
』
（
竹
内
楠
三
解

説）

12
月
『
宇
宙
観
』
（
高
橋
五
郎
）

『
精
神
霊
動
第
一
編
催
眠
術
』
（
桑
原
俊
郎
）

『
神
秘
術
前
・
後
編
』
（
山
崎
増
造
）

『
催
眠
術
実
地
伝
習
（
暗
示
法
詳
説
）
』
（
熊
代

彦
太
郎
）

2
月
『
自
身
感
応
術
』
（
富
永
勇
）
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明
治
三
九
年

ま
た
、

〖
附
録2
】

（
「
（
カ
ッ
コ
）
」
内
の
数
字
は
号
数
。

は
ゴ
シ
ッ
ク
で
標
記
す
る
。
）

第
四
冊
「
雑
録
」
（
明
治
二
三
(
-
八
九

0
)

四
(
-
八
九
一
年
二
月
）

(37)

「
印
度
の
宗
教
（
承
前
）
」
・
「
我
邦
現
時
の
小
説
の
欠

点
」
・
「
人
間
の
自
然
進
化
論
（
承
前
）
」
・
「
二
重
の
意
識
」

(38)

「
ハ
ル
ト
マ
ン
氏
の
厭
世
主
義
」
・
「
西
蔵
の
仏
教
」
・
「
注

意
の
心
理
」

(39)

「
偏
見
の
心
理
」
・
「
鬼
神
論
に
就
い
て
」

(
4
0
)
「
鬱
憂
病
の
生
理
的
及
進
化
的
観
察
」
・
「
鬼
神
論
に
就
い

て
」
・
「
印
度
の
宗
教
」

(
4
1
)
「
鬱
憂
病
の
生
理
的
及
進
化
的
観
察
」
・
「
自
殺
は
罪
過

二
月
か
ら
明
治

（
学
理
応
用
）
』

の
文
章

5
月
『
催
眠
術
概
論

郎）

6
月
『
催
眠
術
通
信
教
授
全
書
』
（
天
野
勇
治
郎
）

『
催
眠
心
理
学
概
論
』
（
福
来
友
吉
）

7
月
『
催
眠
術
独
稽
古
』
（
古
屋
鉄
石
）

9
月
『
催
眠
学
独
修
』
（
幕
内
椿
三
郎
）

『
心
理
学
教
科
書
』

9
（
福
来
友
吉
）

5
月
『
神
秘
論
』

6
月
『
神
秘
的
反
獣
主
義
』
（
岩
野
泡
鳴
）

（
加
藤
十
次

か
」
・
「
タ
ル
ハ
ノ
フ
（
シ
ン
ト
、
ピ
ー
タ
—
ス
ボ
ル
グ
）
に

於
て
の
試
検
」
・
「
ル
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
氏
の
哲
学
的
所
見
」

(42)

「
千
八
百
年
代
仏
国
の
哲
学
」
・
「
脳
に
於
け
る
聴
覚
の
位

地」

(43)

「
戯
曲
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
の
心
理
」
・
「
埃
及
の
古
代
教

育
」
・
「
催
眠
術
の
危
険
」
・
「
身
体
と
精
神
と
の
発
達
の
比

較
」
・
「
運
動
的
幻
想
」
・
「
女
子
の
論
理
力
」
・
「
音
響
を
聴
き

て
幻
像
を
視
る
」
・
「
神
秘
哲
学
」
・
「
ワ
イ
ス
マ
ン
氏
の
遺
伝

説」

(44)

「
帰
納
的
思
想
の
進
化
」
・
「
幻
想
の
一
例
」
・
「
フ
ィ
エ
ー

氏
の
新
著
」

(
4
5
)
「
帰
納
的
思
想
の
進
化
」
・
「
注
意
の
変
態
」
・
「
犯
罪
的
心

理
学
」
・
「
脳
髄
中
言
語
の
中
枢
」

(46)

「
道
徳
教
育
の
一
法
」
・
「
魔
睡
と
犯
罪
」
・
「
「
メ
ス
メ
リ
ズ

ム
」
卜
催
眠
論
」
・
「
精
神
過
役
」

(
4
7
)
「
学
校
衛
生
論
」
・
「
犯
罪
的
意
志
の
伝
染
」
・
「
子
供
の
語

る璽―
l
[
」

(
4
8
)
「
東
洋
純
正
哲
学
を
読
む
」

第
五
冊
「
雑
録
」
（
明
治
二
四
(
-
八
九
一
）
年
三
月
か
ら
明
治
二

五
(
-
八
九
二
）
年
二
月
）

(49)

「
六
合
釈
に
つ
き
」
・
「
子
供
の
語
る
虚
言
（
承
前
）
」
・
「
音

楽
の
起
源
」

(
5
0
)
の
起
源
」
・
「
論
理
学
の
一
問
題
」
・
「
清
朝
儒
者
年
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氏
の
空
間
知
覚
論
」
・
「
功
利
主
義
の

表」

(51)
「
「
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
」

難
問
」
・
「
盤
の
遺
伝
」

(52)
「
意
識
の
性
質
」

(56)
「
心
理
学
問
題
」
・
「
ロ
ッ
ク
」
伝
」
・
「
猿
猥
属
の

(57)
「
意
識
の
性
質
」
・
「
心
理
学
問
題
」

(60)
「
人
種
学
と
審
美
学
と
」

第
六
冊
「
雑
録
」
（
明
治
二
五
(
-
八
九
二
）
年
三
月
か
ら
同
年
五

月）

(61)
「
人
種
学
と
審
美
学
（
承
前
）
」
・
「
「
ロ
ッ
ク
」
伝
（
完

了
）
」
・
「
人
の
み
推
理
し
得
る
か
」
・
「
願
望
及
び
厭
悪
の
性

(62)
「
願
望
及
び
厭
悪
の
性
質
」
・
「
「
ス
ペ
ン
サ
ー
」

原
理
第
四
篇
批
評
」

(63)
「
催
眠
術
」

9

氏
倫
理
学

注

(
1
)
川
村
邦
光
「
漱
石
と
神
経
衰
弱
」
（
「
漱
石
研
究
」
第
一
五
号
、
翰
林
薔
房
、
平

成
一
四
（
二

0
0二
）
年
）
。

(
2
)
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
米
国
の
心
霊
現
象
研
究
協
会
＄
S
P
R
)

の
創
立
者
の
一
人
で

あ
る
。

(
3
)
こ
こ
で
い
う
「
心
霊
学
」
は
、
一
柳
廣
孝
説
を
援
用
し
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ

ム
、
サ
イ
キ
カ
ル
・
リ
サ
ー
チ
、
ス
ピ
リ
テ
イ
ズ
ム
の
解
説
・
研
究
亀
紹
介
に
関

皐
る
知
識
を
さ
す
。
一
柳
廣
孝
氏
の
定
義
は
、
「
明
治
期
刊
行
の
心
霊
学
関
連
薔

籍
と
そ
の
周
辺
」
（
「
名
古
屋
近
代
文
学
研
究
」
第
十
三
号
（
平
成
八
(
-
九
九
六
）

年
）
に
詳
し
い
。

(
4
)
藤
代
禎
輔
が
述
べ
た
、
「
君
が
三
年
生
の
時
、
『
哲
学
会
雑
誌
』
が

『
哲
学
雑
誌
』
と
改
題
し
て
少
し
世
間
向
の
材
料
を
加
へ
よ
う
と
云
ふ
方

針
に
な
っ
た
。
君
も
編
輯
員
の
一
人
と
し
て
雑
録
の
原
稿
を
担
当
し
て
居

た
が
、
或
時
英
国
の
催
眠
術
師
の
記
事
を
寄
せ
た
時
、
中
に
豊
頬
細
腰

の
人
も
亦
行
く
」
と
云
ふ
文
句
が
あ
っ
て
同
人
間
の
注
目
を
惹
い
た
。
そ

れ
か
ら
君
は
英
文
雑
誌
の
受
売
を
屑
と
せ
ず
し
て
『
英
国
詩
人
の
天
地
山

川
に
対
す
る
観
念
』
と
云
ふ
題
で
自
家
の
研
究
を
発
表
し
た
（
中
略
）
君

が
文
藻
に
豊
か
な
る
こ
と
は
、
此
頃
既
に
同
学
間
の
推
賞
す
る
所
と
な
っ

た
」
と
い
う
文
章
か
ら
、
「
催
眠
術
」
は
漱
石
が
訳
し
た
も
の
と
さ
れ
、

『
漱
石
全
集
』
（
「
夏
目
君
の
片
鱗
」
、
『
漱
石
全
集
』
別
巻
）
に
収
め
ら
れ

た。
(
5
)
大
久
保
純
一
郎
「
第
二
章
文
学
を
志
す
頃
」
（
需
而
石
と
そ
の
思
想
『
荒
竹

出
版
、
昭
和
四
九
(
-
九
ヒ
四
）
年
十
二
月
）
C

(
6
)
上
田
正
行
「
「
哲
学
雑
誌
」
と
漱
石
」
（
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
文
学
科

篇
」
第
八
号
、
昭
和
六
三
(
-
九
八
八
）
年
二
月
）
。

(
7
)
本
論
で
は
便
宜
上
、
雑
誌
全
体
を
さ
す
際
、
「
哲
学
雑
誌
」
で
表
記
す
る
。

(
8
)
「
哲
学
会
雑
誌
]
は
「
冊
」
で
号
数
を
数
え
る
の
に
対
し
、
「
哲
学
雑
誌
」
で
は

五
巻
」
に
改
称
さ
れ
て
い
る
。
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(
9
)
「
哲
学
会
」
の
沿
革
に
関
し
て
、
桂
寿
一
の
「
「
哲
学
会
」
と
「
哲
学
雑
誌
」
」

（
「
日
本
学
士
院
紀
要
」
第
四

0
巻
第
三
号
、
昭
和
六

0
(
一
九
八
五
）
年
―
―

月
）
が
詳
し
い
。

(10)
「
本
誌
改
良
ノ
趣
意
」
（
第
七
冊
第
六
十
四
号
、
明
治
二
十
五
年
六
月
）
。

(11)
第
四
冊
第
三
七
号
（
明
治
二
三
（
一
八
九

0)
年
三
月
）
。

(12)

一
方
、
文
科
大
学
の
学
生
の
入
会
に
関
し
て
、
第
五
冊
第
五
四
号
の
「
記
事
」

欄
で
は
、
哲
学
科
一
年
生
の
松
本
亦
太
郎
と
大
学
院
生
の
狩
野
亨
吉
の
入
会
申
し

込
み
を
「
本
会
規
則
に
よ
り
投
票
を
行
は
ず
し
て
入
会
を
許
可
せ
り
」
と
、
無
条

件
で
入
会
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(13)
漱
石
の
入
会
時
期
に
関
し
て
、
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
の
七
月
と
推
定
す

る
説
が
通
説
で
あ
り
、
小
宮
豊
隆
の
言
及
目
漱
石
』
の
影
響
で
、
荒
正
人
の
『
漱

石
研
究
年
表
』
で
も
小
宮
説
を
援
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
の
引
用
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
正
し
い
入
会
時
期
は
明
治
二
十
四
年
の
七
月
頃
で
あ
る
と
推
測
で

き
る
（
こ
の
説
は
、
上
田
正
行
が
「
「
哲
学
雑
誌
」
と
漱
石
」
の
中
で
も
示
し
て
い

る
。
（
「
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
文
学
科
篇
」
第
八
号
、
昭
和
六
三
(
-
九
八
八
）

年
二
月
）
。

(14)

「
十
月
二
十
五

R
文
科
大
学
に
於
て
例
会
を
開
き
、
小
林
光
茂
氏
「
哲

学
問
題
の
焼
点
」
に
付
て
講
演
あ
り
た
り
。
又
同
会
編
纂
委
員
夏
目
金
之

助
は
辞
任
せ
ら
れ
た
る
に
よ
り
、
松
本
亦
太
郎
氏
代
て
就
任
せ
ら
れ
た

り
」
。
（
「
哲
学
雑
誌
」
第
八
巻
第
八
十
一
号
「
各
月
掲
載
J

、
明
治
二
十
六

年
十
一
月
）
。

（
じ
明
治
二
三
年
か
ら
二
四
年
の
『
帝
国
大
学
一
覧
』
「
学
生
及
び
生
徒
氏
名
」
を

参
照
し
た
結
果
、
英
文
学
科
の
学
生
は
わ
ず
か
二
名
で
あ
り
、
そ
の
二
名
と
は
明

治
二
四
年
に
三
年
生
で
あ
る
立
花
政
樹
と
学
年
が
二
年
下
の
夏
目
金
之
助
で
あ
る
。

「
哲
学
雑
誌
」
が
改
編
し
た
明
治
二
五
年
六
月
に
、
英
文
学
科
の
学
生
は
金
之
助

一
人
の
み
の
可
能
性
が
高
い
。

(16)
同
前
掲
上
田
正
行
氏
論
文
。

(17)
「
進
化
説
沿
革
一
般
」
（
「
論
説
」
第
二
冊
第
二

0
号
）
、
「
社
会
学
史
略
」
（
「
論

説
」
第
二
冊
第
一
九
・
ニ
―
号
、
第
三
冊
第
二
七
・
三
三
号
、
第
四
冊
第
四
三

号
）
、
「
進
化
主
義
の
一
大
問
題
」
（
「
論
説
」
第
四
冊
第
三
九
•
四

0
•
四
三
•
四
六

号
、
第
五
冊
第
五
一
号
）
、
「
鬱
憂
病
の
生
理
的
及
進
化
的
観
察
」
（
「
雑
録
」
第
四
冊

第
四
0
•
四
一
号
）
。

（
騒
松
本
亦
太
郎
『
心
理
学
史
』
（
改
造
社
、
昭
和
―
二
(
-
九
三
七
）
年
五
月
）
。

(19)
『
璽
墜
学
年
報
』
第
三
巻
（
東
京
大
学
史
史
料
会
編
平
成
五
(
-
九
九

三
）
年
）
。

（
⑳
外
山
正
一
の
後
継
に
哲
学
科
の
教
員
と
し
て
文
科
大
学
に
入
っ
た
。

（
む
故
元
良
博
士
追
悼
學
術
講
演
會
編
『
元
良
博
士
と
現
代
の
心
理
学
』
（
弘
道
館
、

大
正
二
(
-
九
一
三
）
年
）
。

(22)
「
哲
雙
蜃
則
」
「
追
加
」
第
二
条
（
「
哲
雙
云
雑
誌
」
第
一
冊
第
一
号
、
明
治

ニ
0
年
二
月
）
。

（
咎
同
前
掲
『
元
良
博
士
と
現
代
の
心
理
学
『

(24)
平
井
金
三
が
『
心
霊
の
現
象
』
（
替
醒
社
、
明
治
四
二
(
-
九

0
九
）
年
四
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月
）
の
中
で
、
明
治
二
二
年
の
時
に
、
心
霊
研
究
に
関
心
を
持
つ
野
目
復
堂
氏
が

イ
ン
ド
の
霊
智
学
会
よ
り
オ
ル
コ
ッ
ト
氏
及
び
ダ
ム
バ
ラ
氏
を
講
演
に
招
い
た
時

の
回
想
で
あ
る
。

(25)
当
時
の
心
霊
研
究
は
、
「
こ
っ
く
り
さ
ん
」
の
日
本
で
流
行
し
始
め
る
起
源
を
、

伊
豆
下
田
沖
で
海
難
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
船
員
が
、
当
地
の
人
に
伝
え
た
か
ら
で

あ
る
と
い
う
事
実
の
考
証
ま
で
に
止
ま
っ
て
い
る
。

(26)
雑
誌
の
考
察
は
、
『
明
治
雑
誌
目
次
総
覧
』
（
ゆ
ま
に
薔
房
、
昭
和
六

0
（
一
九

八
五
）
年
）
を
利
用
し
た
。

(27)
『
明
治
期
刊
行
図
薔
目
録
』
（
国
会
国
立
図
薔
館
、
昭
和
四
六
(
-
九
七
一
）
年

三
月
）
参
照
。

(28)
「
東
洋
学
芸
雑
誌
」
第
四
二
号
。

(29)
心
霊
研
究
に
興
味
を
持
つ
、
ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の

学
寮
長
三
人
が
創
立
し
た
S
P
R
(
T
h
e
 S
o
c
i
e
t
y
 for P
s
y
c
h
i
c
a
l
 R
e
s
e
a
r
c
h
)
 

の
こ
と
で
あ
る
。

(30)
井
上
円
了
『
妖
怪
学
講
義
』
（
『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
六
巻
、
東
洋
大
学
、
平

成
―
-
（
一
九
九
九
）
年
）
。

(31)
「
東
洋
学
芸
雑
誌
」
第
五
六
号
、
明
治
一
九
(
-
八
八
六
）
年
五
月
二
五
日
。

(32)
「
知
識
交
換
論
」
（
第
三
ニ
・
三
三
号
）
（
こ
の
文
章
に
論
じ
ら
れ
た
〈
交
換
〉

は
、
「
言
語
」
．
「
文
字
」
に
よ
る
、
人
と
人
の
間
に
行
う
知
識
の
交
換
で
あ
り
、
テ

レ
パ
シ
ー
な
ど
の
よ
う
な
交
感
現
象
で
は
な
い
）
。
「
米
国
心
理
学
の
近
況
」
（
第
九

二
号
）
・
「
日
本
歴
史
を
学
ぶ
の
要
を
論
ず
」
（
第
九
六
号
）
・
「
愛
情
論
」
（
第
一

0
0

号
）
・
「
小
説
を
読
む
の
利
害
」
（
第
一

0
四
号
）
・
「
ア
ト
ラ
ン
タ
島
と
日
本
の
関

係
」
（
第
一

0
七

・
1
0八
号
）
・
「
倫
理
学
ハ
哲
学
力
将
た
科
学
力
」
（
第
―
二
四

号
）
・
「
ゼ
ー
ム
ス
氏
心
理
学
を
読
む
―
（
第
一
三
一
号
）
・
「
民
俗
論
」
（
第
一
五
三

号
）
・
「
恥
辱
の
感
情
に
就
て
」
（
第
一
六
五
号
）
・
「
人
格
の
種
類
」
（
第
ニ
―
五

号
）
・
「
精
神
修
養
上
宗
教
と
科
学
の
関
係
」
（
第
三

0
二
号
）
・
ニ
読
一
抄
—
上
示
教

と
大
望
心
」
（
第
三
三
一
号
）
・
「
一
読
一
抄
_
ー
仏
教
、
基
教
、
儒
教
の
特
徴
」
（
第

三
四
四
号
）
・
ニ
読
一
抄
f
ー
理
論
家
と
実
行
家
」
（
第
三
四
八
号
）
。

(33)
「
印
度
哲
学
僧
法
論
」
（
第
一
五
五
・
一
五
六
号
）
・
「
言
語
相
貌
」
（
第
一
六
一

号
）
・
「
シ
ョ
ッ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
氏
宇
宙
問
題
解
釈
論
」
（
第
一
六
三
・
一
六
四
号
）
．

「
社
会
に
対
す
る
富
豪
家
」
（
第
一
ヒ
一
号
）
・
「
心
意
の
物
的
基
礎
」
（
第
一
七
七

号
）
・
「
タ
ゴ
ー
ル
氏
の
痛
せ
る
印
度
画
に
つ
い
て
」
（
第
四
二
六
号
）
。

(34)
「
文
科
大
学
教
授
元
良
博
士
の
倫
理
学
を
読
む
」
（
第
一
五
二
号
）
．
「
現
時
我
邦

に
於
け
る
基
督
教
徒
の
態
度
を
論
ず
」
（
第
二

0
八
号
）
・
「
政
治
法
律
に
於
け
る
哲

学
の
影
響
」
（
第
ニ
―
六
号
）
・
「
方
法
の
問
題
な
り
」
（
第
三
七
四
号
）
。

(35)
「
我
人
生
観
」
（
第
二
九
五
号
）
・
「
精
神
の
活
用
」
（
第
二
九
九
号
）
・
「
日
本
の
国

民
教
」
（
第
三
二
二
号
）
。

(36)
「
七
一
雑
報
」
五
巻
二
八
号
、
明
治
一
三
（
一
八
八

0)
年
九
月
一
七
日
。

(37)
「
東
洋
学
芸
雑
誌
」
・
「
六
合
雑
誌
」
・
「
中
央
学
術
雑
誌
」
に
お
け
る
ス
ペ
ン
サ

ー
の
学
説
の
解
釈
の
違
い
に
関
し
て
、
槙
林
滉
二
氏
の
考
察
が
詳
し
い
。
(
「
H
・ス

ペ
ン
サ
ー
哲
学
受
容
の
様
相
—
ー
『
東
洋
学
芸
雑
誌
『
『
六
合
雑
誌
『
『
中
央
学
術
~

雑
誌
』
を
中
心
に
ー
ー
」
（
「
国
文
学
孜
」
第
一
〇
八

・
-
0九
号
、
昭
和
六
（
一
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九
八
六
）
年
三
月
）
。

(38)
第
九
八
・
九
九
（
同
明
治
二
二
年
）
号
。

(39)
そ
の
ほ
か
、
小
崎
弘
道
「
霊
智
協
会
の
起
源
及
び
来
歴
」
（
「
六
合
雑
誌
」
第
九

九
号
、
明
治
二
二
(
-
八
八
九
）
年
三
月
一
六
日
）
も
あ
る
。

(40)
第
二
五
・
ニ
七
・
ニ
八
号
に
て
連
載
（
明
治
一
五
(
-
八
八
二
）
年
七
・
九
・

-
0月）。

(41)
第
九
一
号
で
は
、
伊
勢
時
雄
の
「
人
の
霊
性
を
論
す
」
が
あ
る
。

(42)

一
柳
廣
孝
「
深
層
の
近
代
ー
晶
5
治
期
の
心
霊
学
受
容
を
め
ぐ
っ
て

(
2
)
」

「
人
文
科
学
論
集
」
第
五
一
号
、
平
成
五
(
-
九
九
三
）
年
。

(43)
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
英
文
学
者
の
平
井
金
三
ら
が
、
明
治
四
一
(
-
九

0

八
）
年
に
「
心
象
会
」
を
成
立
し
、
機
関
誌
「
道
」
の
中
で
、
心
霊
研
究
に
関
す

る
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ
る
。

(44)
明
治
三
六
(
-
九

0
三
）
年
に
発
刊
の
、
「
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
」
で
も
、

明
治
四
一
年
二
月
刊
行
の
第
六
五
号
以
降
に
、
心
霊
研
究
に
関
す
る
記
事
が
多
く

見
ら
れ
る
。

(45)
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
題
は
―
'Les
F
o
r
c
e
s
 N
a
t
u
r
e
l
l
e
s
 I
n
c
o
n
n
u
e
s
"
で
あ
り
、

英
語
版
で
は
―
'
M
y
s
t
e
r
i
o
u
s
P
s
y
c
h
i
c
 F
o
r
c
e
s
"
と
訳
さ
れ
た
。

(46) 
"
T
h
e
 C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y
 S
c
i
e
n
c
e
 S
e
r
i
e
s
"
 
(W. Scott, 
1
8
9
4
)

。

(
4
7
)
'
I
n
 o
r
d
e
r
 to d
i
s
p
r
o
v
e
 t
h
e
 l
a
w
 t
h
a
t
 all c
r
o
w
s
 a
r
e
 b
l
a
c
k
 it 
is 

e
n
o
u
g
h
 to f
i
n
d
 o
n
e
 w
h
i
t
e
 
crow'• 

T
h
i
s
 is 
h
i
g
h
l
y
 a
p
p
l
i
c
a
b
l
e
 to 

t
h
e
 p
a
r
a
n
o
r
m
a
l
.
"
 (
G
a
r
d
n
e
r
 M
u
r
p
h
y
 M
.
D
.
 a
n
d
 R
o
b
e
r
t
 

O
.
B
a
l
l
o
u
"
w
i
l
l
i
a
m
 J
a
m
e
s
 o
n
 P
s
y
c
h
i
c
a
l
 R
e
s
e
a
r
c
h
"
(
T
h
e
 V
i
k
i
n
g
 

P
r
e
s
s
,
 Inc., 
1
9
6
0
)
 

(48)
た
と
え
ば
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
自
身
の
著
作
『
宗
教
経
験
の
諸
相
』
の
中
で
、
意

識
の
潜
在
的
な
領
域
を
論
じ
る
際
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
の
潜
在
意
識
に
関
す
る
研
究
を

「
潜
在
意
識
圏
の
地
誌
学
に
方
法
的
な
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
」
と
評
価
し
、
そ

の
潜
在
意
識
の
存
在
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
も
認
め
て
い
る
。

(
4
9
)
一
柳
廣
孝
「
翁
品
ナ
〉
の
行
方
！
~
石
と
心
霊
学
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
「
文

学
」
第
四
巻
二
号
、
平
成
五
(
-
九
九
三
）
年
）
。

（
⑳
斎
藤
阿
具
宛
て
藍
簡
、
明
治
二
八
年
一
月
九
日
。

(51)
『
吾
益
は
猫
で
あ
る
』
が
執
筆
さ
れ
た
明
治
三
七
年
頃
、
催
眠
術
は
取
締
法
が

制
定
さ
れ
る
ほ
ど
社
会
的
に
プ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
漱
石
が
こ
の
小
説
の
執

筆
中
に
替
い
た
と
思
わ
れ
る
断
片
で
も
、
「
催
眠
術
」
と
単
語
で
メ
モ
し
た
箇
所
が

あ
り
、
「
催
眠
術
」
の
話
題
を
意
図
的
に
作
中
に
取
り
込
も
う
と
す
る
可
能
性
が
あ

る。
（
翌
明
治
三

0
年
か
ら
三
四
年
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
心
霊
学
関
連
の
書
籍
は
、
『
心

理
学
』
と
題
し
た
著
著
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
引
用
を
省
略
す
る
。

(53)
明
治
三

0
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
前
半
に
か
け
て
、
福
来
友
吉
氏
が
「
心
理

学
」
関
連
の
著
薔
を
少
な
く
と
も
四
冊
も
出
版
し
た
。
こ
れ
ら
の
薔
籍
で
は
す
べ

て
紹
常
現
象
を
見
た
こ
と
を
心
理
作
用
の
錯
覚
に
よ
る
も
の
と
論
じ
て
い
る
。

(54)
『
漱
石
全
集
』
に
収
録
さ
れ
る
、
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「
催
眠
術
」
の
和

訳。
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※
本
文
の
引
用
は
以
下
の
通
り
こ
夏
目
漱
石
の
作
品
の
引
用
は
『
漱
石
全

集
』
（
平
成
五
(
-
九
九
三
）
＼
平
成
―
一
(
-
九
九
九
）
年
、
岩
波
薔

店
）
に
拠
っ
た
。
旧
字
は
適
宜
に
新
字
に
改
訂
し
、
傍
線
は
す
べ
て
執
筆

（
そ
う
せ
ん
け
い
／
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

-35 -


